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町からのお知らせ
　
教
育
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
教
育
功
労
賞
と
、
学
芸

や
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
児
童
・
生
徒
に
贈
ら
れ
る
教

育
奨
励
賞
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。︵
順
不
同
︶

　
こ
の
度
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
班
☎

３
１
２

学校
教育

町
教
育
委
員
会
表
彰

教
育
功
労
賞

石
い し だ

田準
じゅんいち

一さん

　
石
田
準
一
さ
ん
は
、
町
社
会
教

育
委
員
と
し
て
16
年
間
︵
委
員
長
、

副
委
員
長
を
そ
れ
ぞ
れ
４
年
間
︶

に
わ
た
り
社
会
教
育
活
動
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
奨
励
賞

金
か ね こ

子知
と も よ

世さん

・
ち
ば
鉄　
子
ど
も
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
～
京
成
編
～

鈴す
ず
か
わ川

絢あ
や
こ子

賞
︵
大
賞
︶
※
最
高
賞

川
かわはら

原希
の の か

々花さん

・
令
和
５
年
度　
千
葉
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
第
３
部
︵
小
学

校
５
・
６
年
生
の
部
︶

特
選
︵
県
知
事
賞
︶
※
最
高
賞

大
おおみや

宮慧
さ と な

和さん

・
第
69
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
大
会　
千
葉
県
大
会
共
通

女
子
走
高
跳　
第
１
位

・
第
77
回
千
葉
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会　
陸
上
競
技
の
部
共
通
女

子
走
高
跳　
第
１
位

・
第
50
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競

技
選
手
権
大
会　
女
子
走
高
跳　

第
６
位

経済
環境

千
葉
県
循
環
型
社

会
形
成
推
進
功
労

者
と
し
て
表
彰

　
１
月
17
日
、
町
の
不
法
投
棄
等

監
視
員
と
し
て
環
境
保
全
・
環
境

美
化
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
多
田
一
久
さ
ん
、
橋
本
哲

さ
ん
が
千
葉
県
循
環
型
社
会
形
成

推
進
功
労
者
と
し
て
、
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
度
は
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
環
境

対
策
室
☎

３
４
２
・
３
４
４

千
葉
県
知
事
感
謝
状

多
た だ

田一
かずひさ

久さん

千
葉
県
環
境
生
活
部
長
感
謝
状

橋
はしもとさとる

本哲さん

健康
福祉

国
民
年
金
へ
の
変
更
手
続
き

60
歳
未
満
の
会
社
員
や
公
務
員

の
方
な
ど
︵
第
２
号
被
保
険
者
︶

が
退
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
の
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す
。
そ
の
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
の

方
︵
第
３
号
被
保
険
者
︶
も
第
１

号
被
保
険
者
と
な
り
、
種
別
変
更

手
続
き
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
60
歳
未
満
の
第
３
号
被

保
険
者
の
方
で
、
第
２
号
被
保
険

者
の
配
偶
者
が
65
歳
を
超
え
た
場

合
や
離
婚
し
た
場
合
な
ど
も
、
第

１
号
被
保
険
者
と
な
り
種
別
変
更

手
続
き
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
お
よ
び
退
職
日
が
分
か
る
書

類
︵
資
格
喪
失
証
明
書
や
離
職
票

な
ど
︶
を
ご
持
参
の
う
え
、
健
康

福
祉
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
福
祉
課
国
保

年
金
班
☎

１
２
１

千葉工業大学の学生が
町ＰＲポスターを作成

企画
財政

　千葉工業大学および京成電鉄株式会社とまちづくり
に関する包括連携協定を締結しており、事業の一環と
して、町の魅力を発信す
るためのポスターを作成
していただきました。
　このポスターは、４月
下旬まで京成電鉄の各駅

（一部を除く）に掲示し
ていただくとともに、町
公共施設などでも活用さ
せていただきます。
問い合わせ　企画財政課
企画・地方創生推進室☎

２２２・２２４ 町ＰＲポスター
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税務
住民

確
定
申
告
・
住
民
税
申
告
の
期
限
は
３
月
15
日
ま
で

　
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
告
会
場

①
イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田
２
階
イ
オ

ン
ホ
ー
ル

提　

出　
９
時
～
16
時

相　

談　
９
時
～
17
時

受
付
内
容　
所
得
税
、
贈
与
税
、

個
人
消
費
税
の
申
告

②
中
央
公
民
館
２
階
研
修
室

提　

出　
９
時
～
12
時
、
13
時
～

17
時

相　

談　
９
時
～
受
付
済
み
の
方

が
終
了
ま
で
︵
受
け
付
け
８
時
30

分
～
12
時
︶

受
付
内
容　
所
得
税
、
住
民
税
の

申
告

定　

員　
相
談
作
成
は
１
日
50
件

︵
先
着
順
︶

※
午
前
中
に
受
け
付
け
し
て
も
、

相
談
作
成
が
午
後
に
な
る
方
も
い

ま
す
。

※
所
得
税
は
、
内
容
に
よ
っ
て
受

け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

お
知
ら
せ

・
申
告
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
︵
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
と
本
人
確
認

書
類
の
コ
ピ
ー
︶
が
必
要
で
す
。＜表＞手数料

駐車場 利用者 自転車 原動機付
自転車

京成酒々井駅
東口

一般 3,960円
6,600円

高校生以下 1,980円

ＪＲ酒々井駅
西口・東口

一般 5,520円
9,000円

高校生以下 2,760円

※新規登録の方は、ＩＣカード発行手数料と
して別途５００円かかります。
※町民以外の方は上記金額の２倍です。

・
申
告
書
の
作
成
は
、
国
税
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
税
務
署
に
行
く
こ
と
な
く
、

案
内
に
従
っ
て
金
額

な
ど
を
入
力
す
る
だ

け
で
、
申
告
書
を
作

成
で
き
ま
す
。

・
詳
し
く
は
、
広
報
２
月
号
の
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
税
に
つ
い
て
⋮
成
田
税
務
署
☎

０
４
７
６
︵
２
８
︶
５
１
５
１

住
民
税
に
つ
い
て
⋮
税
務
住
民
課

住
民
税
班
☎

１
１
１
～
１
１
３

　ＪＲ酒々井駅および京成酒々井駅の自転車
等駐車場を定期的に利用する方はご登録くだ
さい。
　また、ＩＣカードを再利用可能な状態でご
返却いただいた
場合、発行手数
料の５００円を
還付します。令
和６年度の定期
利用登録を行わ
ない方は、本人確認書類をご持参のうえ、返
却してください。
受付日時　３月13日㈬以降の平日（23日㈯、
24日㈰は９時～16時のみ受け付け）
持ち物　①本人確認書類②手数料＜表＞③Ｉ
Ｃカード（お持ちの方のみ）④登録する自転
車の防犯登録番号、車体番号
※原動機付自転車（総排気量１２５㏄ 未満）を
登録する方は標識交付証明書をご持参くださ
い。
申込・問い合わせ　まちづくり課
維持管理班☎ １５９

令和６年度自転車等
駐車場の定期利用登録

まち
づくり

経済
環境

催
眠
商
法
に
注
意

　
催
眠
商
法
と
は
、
閉
め
切
っ
た

会
場
に
人
を
集
め
、
食
品
や
日
用

品
な
ど
を
タ
ダ
同
然
で
配
り
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
た
後
、
冷
静
な
判

断
が
で
き
な
く
な
っ
た
来
場
者
に

高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
る
手
口

で
す
。

　
高
齢
者
が
こ
う
し
た
会
場
に
出

向
く
背
景
に
は
、
健
康
へ
の
不
安

や
経
済
的
な
不
安
、
日
常
的
な
寂

し
さ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
販
売
員
の
親
切
な
態
度
や
優
し

い
言
葉
は
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
、

高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
た
め
の

手
口
で
す
。
大
切
な
老
後
の
資
金

を
取
り
崩
し
て
ま
で
購
入
が
必
要

か
考
え
ま
し
ょ
う
。

注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

①
安
易
に
会
場
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
勧
誘
さ
れ
て
も
不
要
な
商
品
の

購
入
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

※
困
っ
た
時
は
、
役
場
で
毎
週
火

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
消
費
生
活

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
商
工

観
光
班
☎

３
４
６

ＩＣカードデザイン

就
学
前
の
子
ど
も

に
給
付
金

　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
子
育

て
世
帯
へ
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　
お
子
さ
ん
一
人
当
た
り

一
律
２
万
円

対　

象　
就
学
前
︵
平
成
29
年
４

月
２
日
か
ら
令
和
６
年
４
月
１
日

生
ま
れ
︶
の
お
子
さ
ん

支
給
方
法　
対
象
世
帯
へ
、
３
月

下
旬
に
支
払
確
認
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。
口
座
な
ど
に
変
更
が
な

い
場
合
は
、
指
定
さ
れ
た
口
座
へ

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
こ
ど
も
課

子
育
て
支
援
班
☎

３
７
３

こども
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町からのお知らせ
健康
福祉

結
婚
50
周
年
夫
婦

記
念
品
支
給
事
業

　
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
ご

夫
婦
へ
、
指
定
す
る
写
真
店
で
お

二
人
の
写
真
を
撮
影
し
、
台
紙
な

ど
に
入
れ
た
記
念
品
が
受
け
と
れ

る
引
換
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
・
申
請
期
間

〈
表
〉
の
①

ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
ご
夫
婦

申
請
に
必
要
な
も
の　
婚
姻
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
戸
籍
謄
本
ま

た
は
抄
本

① ②

50 周年を
迎 え る 日

令和５年１月１日～
令和５年12月31日

令和６年１月１日～
令和６年12月31日

婚 姻
し た 日

昭和48年１月１日～
昭和48年12月31日

昭和49年１月１日～
昭和49年12月31日

申 請 期 間 ３月29日㈮まで 令和６年４月１日～
令和７年３月31日

＜表＞対象・申請期間

認
知
症
の
方
を
守
る

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ
カ
ー

健康
福祉

　
認
知
症
の
方
の
外
出
時
の
安
全

や
行
方
不
明
時
の
早
期
発
見
に
役

立
つ
、﹁
S
O
S
ス
テ
ッ
カ
ー
﹂︵
靴

に
貼
る
登
録
番
号
入
り
の
反
射
ス

テ
ッ
カ
ー
︶
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

対　

象　
認
知
症
に
よ
り
行
方
不

明
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
高
齢
者
な

ど申
請
に
必
要
な
も
の　
登
録
す
る

方
の
写
真
２
枚
︵
上
半
身
お
よ
び

全
身
の
２
種
類
︶

利
用
方
法　
事
前
登
録
の
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
、﹁
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ス
テ
ッ

カ
ー
﹂
10
枚
を
上
限
に
配
布
し
ま

す
。
対
象
者
の
普
段
履
く
靴
の
か

か
と
部
分
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合

　
す
ぐ
に
佐
倉
警
察
署
に
捜
索
の

届
け
出
を
す
る
こ
と
で
、
対
象
者

が
保
護
さ
れ
た
場
合
、
事
前
登
録

さ
れ
て
い
る
緊
急
連
絡
先
に
連
絡

が
入
り
ま
す
。

酒々井町
0000

ＳＯＳステッカー

健康
福祉

緊
急
通
報
装
置
の

貸
与

　
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
緊
急
時
に
、

ご
自
宅
か
ら
で
も
本
人
が
受
信
セ

ン
タ
ー
に
通
報
を
し
て
適
切
な
処

置
が
で
き
る
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対　

象

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
世

帯
で
、
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
介

護
認
定
者
ま
た
は
重
度
身
体
障
が

い
者
の
世
帯

※
１
人
以
上
の
協
力
員
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
ま
た
は
指
圧
の
施
術
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

利
用
助
成
券
の
令
和
６
年
度
分
の

申
請
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

受
付
開
始
日　
３
月
13
日
㈬

助
成
内
容　
利
用
助
成
券
︵
１
０

０
０
円
／
１
枚
︶
を
１
カ
月
に
つ

き
２
枚
の
割
合
で
年
度
分
を
交
付

し
ま
す
。
年
度
途
中
は
、
申
請
し

た
月
か
ら
の
年
度
分
を
交
付
し
ま

す
。

対　

象　
満
65
歳
以
上
の
方　

申
請
に
必
要
な
も
の　
本
人
確
認

書
類
︵
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
︶

※
利
用
可
能
な
施
術
所
は
、
健
康

福
祉
課
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

施
術
利
用
助
成
事

業
の
申
請
受
け
付
け

健康
福祉

健康
福祉

紙
お
む
つ
等
購
入
助
成
事

業
申
請
受
け
付
け
を
開
始

　
在
宅
で
生
活
さ
れ
、
常
時
紙
お

む
つ
な
ど
の
使
用
が
必
要
の
方
を

対
象
に
、
紙
お
む
つ
な
ど
の
購
入

金
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
内
容　
利
用
助
成
券
︵
１
０

０
０
円
／
１
枚
︶
を
１
カ
月
に
つ

き
３
枚
の
割
合
で
年
度
分
を
交
付

し
ま
す
。
年
度
途
中
は
、
申
請
し

た
月
か
ら
の
年
度
分
を
交
付
し
ま

す
。

対　

象　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方

②
要
介
護
１
・
２
の
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方

③
要
介
護
３
～
５
で
世
帯
の
合
計

所
得
が
９
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

︵
世
帯
分
離
し
た
家
族
と
住
居
お

よ
び
生
計
を
共
に
し
て
い
る
場
合

は
同
一
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。
︶

申
請
に
必
要
な
も
の　
障
害
者
手

帳
ま
た
は
介
護
保
険
証

※
令
和
５
年
度
に
申
請
さ
れ
た
方

に
は
、
２
月
16
日
に
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
さ
れ
た
令
和
６
年
度
分
の

利
用
助
成
券
は
、
３
月
下
旬
に
随

時
交
付
予
定
で
す
。

各
種
届
出
、
申
請
事

項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
の
届
け
出

健康
福祉

　
健
康
福
祉
課
福
祉
班
へ
届
け
出

や
申
請
し
て
い
る
内
容
︵
緊
急
通

報
装
置
設
置
時
に
お
け
る
協
力
員
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
に

関
す
る
記
載
事
項
な
ど
︶
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
変
更

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

本ページの共通事項
対象　町に住民登録
（住民票）がある方
申請・問い合わせ
健康福祉課福祉班
☎ １３３～１３５
・１３８ 緊急通報装置
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ご利用できるタクシー券はありません
しすいふれ愛タクシーをご利用ください

ご利用できるタクシー券はありません
しすいふれ愛タクシーをご利用ください

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

③高齢者運転免許証自主返納支援タクシー

②高齢者外出支援タクシー

①福祉タクシー（障がい・介護）

〇障害者手帳を持っている
　・身体１・２級（視覚・下肢・体幹は３級以上）
　・療育A以上
〇介護認定を受けている
　・要支援２以上

運転免許証を持っている

75歳以上である

70歳以上75歳未満である
平成31年４月以降に運転免許証を
自主返納した

町各種タクシー券のご案内

対　象 内　容 申請に必要なもの 備考 問   い
合わせ

①
福
祉

タ
ク
シ
ー

次のいずれかに該当する方
・身体障害者手帳２級以上の方（視覚、
下肢、体幹障がいの方は３級以上）
・療育手帳A以上の方
・介護認定が要支援２以上の方

助成内容
タクシー料金の２分の１の額（１，
０００円を上限）を助成する利用
券を年間30枚交付

・障害者手帳または介護保険
証

代
理
人
に
よ
る
申
請
時
は
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。

健
康
福
祉
課
福
祉
班
☎

１
３
３
～
１
３
５
・
１
３
８

②
高
齢
者
外
出

支
援
タ
ク
シ
ー

満75歳以上の方で、次のいずれかに該
当する方
❶運転免許証を持っていない方
❷病気などにより自動車などを運転
できない方（運転できない期間のみ
対象）

助成内容（町内移動のみ）
・利用助成券（５００円╱１枚）を
１カ月につき４枚の割合で年度分
を交付
・１回乗車につき運賃を超えない
範囲で２枚まで利用可

・本人確認書類
・該当❶：運転経歴証明書ま
たは運転免許取消通知書
・該当❷：医師などの診断書

〇令和６年度 高齢者外出支援タクシー券は、３月13日㈬より受け付けを開始します。

③
高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
支
援
タ
ク
シ
ー

平成31年４月１日以降に運転免許証
を自主返納し、返納時の年齢が満70
歳から74歳の方

助成内容（町内移動のみ）
・利用助成券（５００円╱１枚）を
40枚交付
・１回乗車につき運賃を超えない
範囲で２枚まで利用可
有効期限
75歳の誕生日前日まで（73歳以降
に返納した方は返納した日から２
年間）

・運転経歴証明書または運転
免許取消通知書

対　象 内　容 申請に必要なもの 備　考 問い合わせ

妊
婦
乳
児

支
援
タ
ク
シ
ー

母子健康手帳の交
付を受けた妊婦ま
たは産婦の方

助成内容
利用助成券（５００円╱１枚）を10枚交付
利用期間
母子健康手帳交付時から出産予定日の１
年後まで

・本人確認書類
・母子健康手帳

代理人による申
請時は、代理人
の本人確認書類
が必要です。

保健
センター
☎（４９６）
００９０

対　象 内　容 備　考 問い合わせ

し
す
い
ふ
れ

愛
タ
ク
シ
ー

町内在住の方
（ご自身で乗降する
ことが可能な方）

自宅から目的地まで送迎できる乗り合い
タクシー
運行区域・料金
・町内全域（さくら斎場含む）１人片道
３００円
・成田赤十字病院、日本医科大学千葉北総
病院１人片道５００円

・事前に町社会福祉協議会に登録が
必要です。
・乗車券は、町社会福祉協議会また
は車内で購入することができます。

町社会福祉
協議会
☎（４９６）
６６３５

〇妊産婦または乳児の健診や予防接種、通院などで利用することができます。

○しすいふれ愛タクシーは登録のうえ、どなたでも利用することができます。
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総務

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
が
起
き
た

時
に
、
慌
て
ず
に
行
動
が
で
き
る

よ
う﹁
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
﹂

と
い
う
﹁
自
助
﹂
の
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
避

難
場
所
や
非
常
持
ち
出
し
品
を
確

認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
力

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
隣
近
所
の
協
力
も
必
要

と
な
り
ま
す
。
﹁
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と

い
う
﹁
共
助
﹂
の
意
識
を
地
域
の

皆
さ
ん
で
共
有
し
、
災
害
が
起
き

た
時
に
自
治
会
や
事
業
所
な
ど
が

地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
、
助
け

合
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
災
害
に
備
え
て
、

あ
ら
た
め
て
家
族
や
地
域
の
皆
さ

ん
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

災
害
時
避
難
行
動

震
災
の
場
合

　
地
震
発
生
時
に
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
タ
ン
ス
や
棚
な
ど
の
家
具
か
ら

離
れ
、
机
の
下
な
ど
に
隠
れ
て
、

自
分
の
身
を
守
る
。

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
台
所
な

ど
の
火
元
を
確
認
し
、
ブ
レ
ー
カ

ー
を
切
り
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
。

・
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
ド
ア
な
ど

を
開
け
て
、
出
口
を
確
保
す
る
。

・
災
害
に
よ
る
混
乱
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
交
通
情
報
や
被

害
情
報
な
ど
を
入
手
し
、
落
ち
着

い
て
行
動
す
る
。

災
害
時
の
情
報
伝
達

　
町
で
は
、
防
災
・
災
害
に
関
す

る
情
報
を
次
の
方
法
で
発
信
し
て

い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　
自
然
災
害
や
非
常
事
態
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
町
内
に
設
置
し
て

い
る
防
災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
聞
き

逃
し
た
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
☎
０
１
２
０

︵
１
７
７
︶
７
０
９
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

し
す
い
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内

容
を
文
字
情
報
と
し
て
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル
配
信
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
配
信
を
希
望
す
る
場
合
は
、
利

用
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法

　
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

か
、
登
録
用
ア
ド
レ

ス
﹁t-shisui@

sg-
p.jp]

に
空
メ
ー
ル

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
場
合
、

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
が
さ
れ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
﹁tow

n.sh
isui.chiba.jp

﹂
ド
メ
イ
ン
か
ら

の
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
よ
う
に
設

定
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
に
備
え
て

　
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、

電
気
や
ガ
ス
、
水
道
、
通
信
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
も
自
力
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
普
段
か
ら
飲

料
水
や
非
常
食
な
ど
を
備
蓄
し
て

お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
ま
た
、
自
宅
が
被
災
し
た
と
き

は
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し
、
そ

こ
で
避
難
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
避
難
所
生
活
に
必
要
な

も
の
︵
非
常
用
持
ち
出
し
品
︶
を

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
い

つ
で
も
持
ち
出
せ
る
よ
う
に
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理

室
☎

２
１
１
・
２
１
２
・
２
１

６

総務

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
３
月
１
日
〜
７
日

火
を
消
し
て　
不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ

イ
ン
ト

　

４
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ

ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

　

６
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、

ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
安
全

装
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す

る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
部

屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類

お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

使
用
方
法
を
確
認
し
て
お
く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

方
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸

別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る

み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

わ
が
家
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
、

い
ま
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な

く
な
り
と
て
も
危
険
で
す
。
10
年

を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
つ
け
ま
し
ょ

う
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
地
震
発

生
時
に
設
定
値
以
上
の
揺
れ
を
感

知
す
る
と
、
ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン

セ
ン
ト
な
ど
の
電
気
を
自
動
的
に

止
め
る
器
具
で
す
。
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
は
、
不
在
時
や
ブ
レ

ー
カ
ー
を
切
っ
て
避
難
す
る
余
裕

が
な
い
場
合
に
電
気
火
災
を
防
止

す
る
有
効
な
手
段
で
す
。

　
簡
易
タ
イ
プ
は
、
家
電
量
販
店

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
市
八
街
市
酒

々
井
町
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
☎
︵
４
８
１
︶
０
１
３
６住宅用火災警報器
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◆入会してみようかな

公益社団法人　酒々井町シルバー人材センター
酒々井町酒々井 167-5　☎ 043-496-4077（土日祝☎受付は休みです） 
URL http://www.shisui-silver.jp

入会の理由で多いのは・・・
　健康のため・小遣い程度の収入が欲しい・地元への貢献

入会してみた感想で多いのは・・・
　自分のペースで就業出来る・良い仲間と知り会えた・益々健康

現在会員の平均年齢は約 75歳です
60 歳以上で、働く意欲のある方なら入会OKです

～お気軽に☎で相談してください～

広告

経済
環境

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

　
狂
犬
病
予

防
集
合
注
射

を
〈
表
１
〉

の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

　
飼
い
犬
の
登
録
を
済
ま
せ
て
い

る
方
に
は
、
３
月
下
旬
～
４
月
上

旬
頃
に
お
知
ら
せ
の
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
。
は
が
き
に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
注
射
当
日
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
方

も
飼
い
犬
の
新
規
登
録
と
注
射
を

併
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
飼
い
犬
の
予
防
注
射
は
、
狂
犬

病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
年
に
一
度
必
ず
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
〈
表
２
〉
の
と
お
り

※
動
物
病
院
な
ど
で
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
、﹁
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
﹂と
手
数
料
を
ご
持
参
の

う
え
、
経
済
環
境
課
で
注
射
済
票

の
交
付
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
環
境

対
策
室
☎

３
４
２
・
３
４
４

＜表２＞手数料

区　分 未登録の場合 登録済みの場合

犬の登録手数料 ３，０００円 ―――

注射済票交付手数料 ５５０円 ５５０円

狂犬病予防集合注
射手数料 ２，９５０円 ２，９５０円

合　計 ６，５００円 ３，５００円

＜表１＞狂犬病予防集合注射日程表

※はがきの問診票に１つでも「はい」に該当する場合、
注射は受けられない場合があります。

期　日 会　場 時　間

４月12日㈮
東酒々井大森公園  ９時～９時50分
役場駐車場  10時10分～12時

４月13日㈯
大崎自治会館  ９時～９時50分
役場駐車場  10時10分～12時

※マイクロチップ登録がある場合はお申し出ください。
※手数料は集合注射会場で受ける場合になります。

経済
環境

ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
の
配
布

　
令
和
６
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
を
２
月
の
回
覧
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
環
境
課
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

※
ご
み
は
ル
ー
ル
を
守
り
適
切
な

処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
経
済
環
境
課
環
境

対
策
室
☎

３
４
２
・
３
４
４

ごみの出し方・収集日をスマホでチェック！

Android
（Google play）

iOS
（App Store）

ダウンロード
はこちらから！

お住まいの地区を設定することで、ごみの収集日や出し方
などを簡単に確認できます！
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　町には、地域の景観をより良いものにするために、環境美化活動に取り組まれている方々が
たくさんいます。このコーナーでは、そんな活動に励まれている皆さんの様子をお伝えします。
　第14回目は、「公園等愛護活動」に取り組まれている飯積地区にお住いの方々で立ち上げら
れた「泉の里整備計画友の会」の活動を紹介します。

　【公園等愛護活動とは】
　「身近な公共施設である公園な
どを我々の手できれいにしよう」
という愛護精神のもと、公園の近
辺に住む町民の方々によって除草
作業・清掃作業などの維持管理を
していただく「公園等愛護活動」
を行っています。
　今年度は、13団体の協力をい
ただいています。
問い合わせ　住民協働課機動班☎

３８７

　未整備の故郷を自分達で少しで
もきれいに環境整備をしようと、
平成23年に飯積地区の有志で団
体を結成しました。
　町の南部地域は、平成25年に
酒々井インターチェンジの開通と
大型商業施設の開業で、大きく変
貌しました。
　そこで、伊豆神社前の荒れ果て
た山林を「飯積の泉」として整備
し、今では地域の住民や神社を訪
れる方の憩いの場となっています。
　また、平成26年から飯積地区
内５カ所の公園管理を追加し、現
在23人の会員で活動しています。

団体紹介

今後の抱負
　会員の高齢化が進んでいますが、
除草作業の機械を導入し、会員の負
担軽減や作業効率の向上を図って、
継続的に活動出来るよう努力してい
ます。
　今後も私たちは、地域住民や飯積
地区を訪れた方々の交流の場として
喜んで利用出来る施設づくりと楽し
んで環境整備が出来ることを励みに、
引き続き活動していきたいと思います。

環境美化
活動団体の紹介

飯積
泉の里整備計画

友の会

vol.14
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短 歌

俳 句

文芸コーナー

春
の
泥
跳
べ
る
と
た
か
を
括
れ
ど
も　
　
　
　
榎　
　
利
美

戦
い
に
糧
無
き
子
等
の
冬
悲
し　
　
　
　
　
　
荒　
　
裕
子

元
旦
や
誰
も
の
平
和
願
う
か
な　
　
　
　
　
　
梅
澤　
波
葉

舞
台
な
ら
主
役
ゐ
た
は
ず
落
椿　
　
　
　
　
　
鈴
木　
遊
琴

冬
晴
れ
や
ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る
木
守
柚　
　
　
　
樺
山　
資
亮

ム
ダ
使
い
チ
リ
も
積
も
れ
ば
大
掃
除　
　
　
　
近
藤　
松
弘　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
︵
投
句
順
︶

ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
ひ
く
る
る
若
き
娘
の
名
を
た
づ
ぬ
る
も
笑
顔
で
去
り
ぬ　
山
内　
千
枝

冬
の
日
の
深
く
差
し
込
む
リ
ビ
ン
グ
に
赤
き
シ
ク
ラ
メ
ン
今
届
き
た
り　
　
竹
下　
康
子

黄
に
染
む
る
公
孫
樹
大
樹
に
そ
う
煙
父
は
空
へ
と
行
き
し
日
忘
れ
ず　
　
　
近
藤　
教
子

﹁
コ
ト
ン
﹂
と
う
向
い
の
媼
の
新
聞
を
取
る
音
そ
し
て
ド
ア
閉
め
る
音　
　
横
山
真
智
子

　
地
域
消
防
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
第
12
分
団
︵
飯
積
︶
の
老
朽
化

し
た
消
防
団
車
両
を
更
新
し
ま
し
た
。

　
更
新
し
た
消
防
団
車
両
の
納
車
式
が
２
月
20
日
に
町
防
災
資
機
材
等

備
蓄
倉
庫
前
広
場
で
行
わ
れ
、
小
坂
町
長
か
ら
関
根
団
長
に
鍵
の
交
付

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鍵
を
受
け
取
っ
た
関
根
団
長
よ
り
、﹁
新
し
い
消
防
団
車
両
と
と
も

に
、
火
災
時
の
消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
大
規
模
災
害
時
の
警
戒
を
行

う
ほ
か
、
訓
練
や
防
火
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
安
全
安
心
を

守
る
た
め
に
引
き
続
き
尽
力
し
て
参
り
ま
す
﹂
と
力
強
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
危
機
管
理
室

☎

２
８
０

第第
1212
分
団
の
消
防
車
両
更
新

分
団
の
消
防
車
両
更
新

電
気
自
動
車
用
普
通
充
電
器
を
設
置

電
気
自
動
車
用
普
通
充
電
器
を
設
置

ありがとう

社会福祉法人酒々井町社会福祉協議会へ、次のとおりご寄付を
いただきました。

　
役
場
駐
車
場
、
酒
々
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
お
よ
び
ま
る
ご
と
し
す
い
に
電
気
自
動

車
用
普
通
充
電
器
を
各
施
設
２
台
分
ず
つ
設

置
し
ま
し
た
。

　
利
用
料
金
は
１
時
間
３
０
０
円
で
す
。

※
充
電
に
は
、
専
用
の
ア
プ
リ
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
テ
ラ
チ
ャ
ー
ジ
株
式
会
社
☎

０
３
︵
６
８
２
４
︶
０
７
９
７

青
あ お き

木部長、関
せ き ね

根団長、佐
さ と う

藤分団長、小坂町長

更新した消防団車両

（金銭）　昭苑こども園・・・・・・・・・・・５万３千９７２円
　　　　匿名２件・・・・・・・・・・・・・１万２千５９６円
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※園庭開放（要申込）３月６日㈬　10時～11時
　　　　　　　　　　幼児棟園庭
申込・問い合わせ　昭苑こども園☎（４９６）３２３８
しょうえんこどもこそだてルーム☎０９０（３９０５）
７４５１、 ✉kosodate55@shoen.ed.jp

春
季
町
内
野
球
大
会

●子育て支援活用カレンダー● ３月

日時　月～土曜日（祝日を除く）①９時～12時②13時
30分～16時
※28日㈭午前中は、スタッフ会議のため休館です。
３月の行事（要申込）

時間　①９時～11時45分②13時～14時45分
申込方法　電話、Ｅメール
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）９時～15時
３月の行事（要申込）

日　時 内　容
 ４日㈪
10時～
11時

骨密度測定※申込不要
対象　就学前のお子さんのいるご家族の方、
妊娠中の方

 ５日㈫ 作ってあそぼう（紙コプター）
ボランティア　折り紙の会

11日㈪
午前

ママと赤ちゃんの日★
対象　２～ 12 カ月のお子さんと保護者

19日㈫
午前

ぴよぴよデー★
対象　６～ 12 カ月のお子さんと保護者

 21日㈭ ふれあい遊び（スケッチブックシアター）
 23日㈯
午前

パパと赤ちゃんの日★
対象　２～ 12 カ月のお子さんと保護者

 29日㈮
午前

誕生会
ボランティア　酒々井スマイル合唱団（コー
ラス）

子育て支援センター　あいあい しょうえん こども こそだてルーム

日　時 内　容
15日㈮①10時
②11時

子育てルーム見学会（こどもこそだ
てルームの紹介）

 21日㈭10時～
10時30分

子育て講話（わらべ歌・絵本のよみ
きかせを楽しもう）
講師　図書館司書

25日㈪～29日㈮ 子育てリサイクルデー
※事前にＩ イｎ ンｓ スｔ タａ グｇ ラｒ ムａｍにて紹介予定

（★の行事は、いつでも申し込みできます。）
申込方法　電話、窓口
申込開始日　行事の２週間前
○毎週月曜日（９時～16時）は、子育てコンシェルジ
ュに育児や就園などについて電話相談ができます。
〇25日㈪～30日㈯は、身体測定ができます。
〇誕生カードの手形はいつでも取れます。
問い合わせ 子育て支援センター　あいあい☎（２９０）
９７９０

みんなおいでよ！園庭開放

時間　９時～11時

保育園 期　日 内　容 対　象

岩橋保育園
☎（４８１）７０２１ 13日㈬ 親子で体操 乳

幼
児
と

保
護
者中央保育園

☎（４９６）１２７４
６日㈬ 大型紙芝居
13日㈬ 読み聞かせ

広告

期　

日　
４
月
７
日
㈰
か
ら
各
日

曜
日

会　

場　
総
合
公
園
野
球
場
ほ
か

抽
選
会

日　

時　
３
月
23
日
㈯
18
時

会　

場　
中
央
公
民
館
会
議
室

対　

象　
令
和
６
年
度
町
野
球
連

盟
に
登
録
さ
れ
た
チ
ー
ム

※
新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
３
月
８
日
㈮
ま
で
に
生
涯
学

習
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
☎︵
４
９
６
︶

５
３
３
４

参加費の記載がないものは無料です。

ラ
イ
ト
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

　
﹁
初
心
者
だ
け
ど
何
か
ス
ポ
ー

ツ
を
始
め
た
い
﹂﹁
体
を
動
か
し

た
い
﹂
そ
ん
な
方
は
、
ラ
イ
ト
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
来
て
み
ま
せ
ん

か
。
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
サ
ポ

ー
ト
す
る
の
で
、
初
心
者
で
も
気

軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　

時　
毎
週
水
曜
日
19
時
～
21

時会　

場　
酒
々
井
中
学
校
体
育
館

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
班
☎
︵
４
９
６
︶
５
３

３
４
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町
に
は
、
徳
川
将
軍
家
と
ゆ
か

り
の
あ
る
場
所
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
上
本
佐
倉
の
清せ

い
こ
う光

寺じ

で
す
。
小
字
を
﹁
清せ

い
こ
う
じ
さ
く

光
寺
作
﹂

と
い
い
、
寺
の
周
辺
が
寺じ

り
ょ
う領

で
あ

っ
た
名
残
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
清
光
寺
は
天て

ん
し
ょ
う

正
19︵
１
５
９
１
︶

年
、
徳
川
家
康
か
ら
御ご

し
ゅ
い
ん
ち
ご

朱
印
地
五

十じ
ゅ
っ
こ
く

石
を
拝
領
し
た
寺
院
で
、
家
康

の
父
で
あ
る
松ま

つ
だ
い
ら
ひ
ろ
た
だ

平
広
忠
の
分
骨
を

安
置
し
た
墓
が
あ
り
、
墓
に
は
家

康
が
お
手
植
え
し
た
と
伝
え
ら
れ

る｢
朴ほ

う｣
の
古
木
が
あ
り
ま
す
。　

寬か
ん
え
い永

９
︵
１
６
３
２
︶
年
、
住

職
で
あ
っ
た
了

り
ょ
う
が
く
し
ょ
う
に
ん

学
上
人
は
芝

し
ば
ぞ
う
じ
ょ
う

増
上

寺じ

の
住
職
に
転
じ
、
二
代
将
軍
秀ひ

で

忠た
だ

の
葬
儀
の
導
師
を
勤
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
秀
忠
が
お
手
植
え
し
た

と
い
う
﹁
銀
杏
﹂
の
大
木
が
あ
り
、

徳
川
家
康
の
父
と
家
康
、
秀
忠
の

三
代
に
わ
た
る
徳
川
家
ゆ
か
り
の

寺
院
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
大お

お
ほ
り
じ
ん
や

堀
陣
屋
で
す
。

清
光
寺
の
隣
の
小
字
は
﹁
大お

お
ほ
り堀

﹂

﹁
北き

た
お
お
ほ
り

大
堀
﹂
と
い
い
ま
す
。
現
在
、

国
道
２
９
６
号
線
が
横
切
り
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
あ
る
場

所
で
す
が
、
江
戸
末
期
の
古
地
図

に
は
﹁
万ま

ん
ち
よ
ど
の

千
代
殿
ヤ
シ
キ
﹂﹁
オ

マ
ン
サ
マ
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
場

所
で
す
。

　
﹁
万
千
代
﹂﹁
オ
マ
ン
﹂
と
は
家

康
五
男
で
、
滅
亡
し
た
武
田
家
名

清光寺と大堀陣屋
徳川家康と酒々井町２

歴史散歩

跡
を
継
い
だ
後
の
武た

け
だ
の
ぶ
よ
し

田
信
吉
の
幼

名
で
あ
り
、
こ
こ
に
信
吉
の
﹁
ヤ

シ
キ
﹂
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

▶

 
成
田
参
詣
図
巻
四

　
﹁
万
千
代
殿
ヤ
シ
キ
﹂
の
主
で

あ
る
万
千
代
は
家
康
五
男
と
し
て

浜
松
に
生
ま
れ
、
母
親
は
甲か

い
た
け

斐
武

田だ

け家
を
継
い
だ
穴あ

な
や
ま
ば
い
せ
つ

山
梅
雪
の
養
女

で
し
た
。

　
梅
雪
親
子
の
死
後
に
空
白
と
な

っ
た
武
田
家
の
名
跡
を
継
ぐ
こ
と

と
な
っ
た
人
物
で
す
。

　
万
千
代
は
天
正
18︵
１
５
９
０
︶

年
、
家
康
の
関か

ん
と
う
い
ほ
う

東
移
封
に
伴
い
、

八
歳
で
下し

も
う
さ
こ
く
こ
が
ね
さ
ん
ま
ん
ご
く

総
国
小
金
三
万
石
の
領

主
と
な
り
、文ぶ

ん
ろ
く
が
ん

禄
元︵
１
５
９
２
︶

年
、佐さ

く
ら
よ
ん
ま
ん
ご
く

倉
四
万
石︵
五ご

ま
ん
ご
く

万
石
と
も
︶

に
移
封
さ
れ
、
大
堀
陣
屋
に
入
り

ま
し
た
。
ま
だ
元
服
前
で
す
の
で

﹁
万
千
代
殿
﹂﹁
オ
マ
ン
サ
マ
﹂
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
呼
称
が
古

地
図
に
反
映
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
﹁
佐さ

く
ら
ご
じ
ょ
う
だ
い
だ
い
き

倉
御
城
代
々
記
﹂
に
は
、﹁

文ぶ
ん
ろ
く禄

元
年
、
所し

ょ
り
ょ
う
ご
ま
ん
ご
く

領
五
万
石
、
家
康

五
男
の
松ま

つ
だ
い
ら
ま
ん
ぎ
み
さ
ま

平
万
君
様
が
本
佐
倉
に

陣
屋
を
拝
領
し
た
。
万
君
様
は
後

に
は
武
田
信
吉
様
と
号
し
た
。
慶け

い

長ち
ょ
う七

年
に
万
君
様
は
常じ

ょ
う
し
ゅ
う
み
と

州
水
戸
に

御お

所と
こ
ろ
が
え

替
と
な
っ
た
。
都
合
、
十
一

年
、
佐
倉
の
城
主
で
し
た
﹂
と
あ

り
ま
す
。

　
文
禄
元
年
か
ら
慶
長
七
年
ま
で

の
十
一
年
間
、
初
代
の
佐
倉
藩
主

武
田
信
吉
が
大
堀
陣
屋
で
佐
倉
領

を
治
め
て
い
ま
し
た
。

　
﹁
佐
倉
御
城
代
々
記
﹂に
は
、﹁
陣

屋
を
拝
領
﹂と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

陣
屋
は
本
佐
倉
城
の
旧
城
下
町
の

中
心
に
あ
り
、
陣
屋
は
す
で
に
存

在
し
、
そ
の
陣
屋
に
入
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　
文
禄
元
年
の
こ
ろ
、
家
康
の
領

地
は
豊
臣
方
に
包
囲
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
大
堀
陣
屋
の
あ
る﹁
佐
倉
﹂

は
北
総
の
中
心
地
で
、
築
城
中
の

江
戸
を
守
る
前
方
拠
点
で
あ
り
、

北
の
佐さ

た
け竹

氏
、
南
の
里さ

と
み見

氏
の
両

方
に
対
す
る
後
方
拠
点
で
す
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
旧
城
下
に
陣
屋
を

造
り
、
信
吉
に
旧
武
田
家
臣
団
の

穴
山
衆
を
付
け
て
、
大
堀
館
に
配

置
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
陣
屋
は
、
城
と
異
な
り
規
模
も

小
さ
く
、
守
り
の
施
設
も
貧
弱
で

す
が
家
康
の
鷹
狩
り
御
殿
で
あ
る

青
戸
御
殿
は
葛
西
城
跡
、
東
金
御

殿
は
東
金
城
跡
に
建
て
ら
れ
て
い

る
と
同
様
で
戦
と
な
れ
ば
背
後
の

本
佐
倉
城
を
使
う
つ
も
り
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
大
堀
館
の
周
辺
は
、
何
度
か
文

化
財
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

方
形
に
堀
が
巡
る
遺
構
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
規
模
や
構
造
の

確
定
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お

そ
ら
く
東
金
御
殿
や
御
茶
屋
御
殿

に
類
似
し
て
い
た
の
で
は
と
思
わ

れ
ま
す
。

▶
大
堀
陣
屋
想
像
図

参　

考　
酒
々
井
町
史
下
巻
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
歴
史
資
源

活
用
担
当
☎
 
２
９
４

武
田
信
吉
と
大お
お
ほ
り
や
か
た

堀
館

大
堀
陣
屋
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令
和
６
年
度　
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診（
集
団
）

申
し
込
み
受
け
付
け
中

期　

日
〈
表
〉
の
と
お
り

※
検
診
日
時
は
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
都
合
の
悪
い
場
合
は
変
更
で
き
ま

す
の
で
、
受
診
票
が
届
き
次
第
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

受
付
時
間

子
宮
頸
が
ん
検
診

９
時
20
分
～
11
時
、
12
時
50
分
～
14
時

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

８
時
45
分
～
11
時
、
12
時
45
分
～
15
時

対　

象

子
宮
頸
が
ん
検
診　

20
歳
以
上
の
奇
数
歳
の
女
性

※
令
和
５
年
度
受
け
て
い
な
い
方
は
、
偶
数

歳
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
（
エ
コ
ー
）

40
歳
代
の
偶
数
歳
・
30
歳
代
の
女
性

乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

40
歳
代
の
奇
数
歳
・
50
歳
以
上
の
女
性

※
40
歳
代
の
乳
が
ん
検
診
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
と
エ
コ
ー
の
交
互
検
診
で
す
。

検
診
費
用　
い
ず
れ
も
１
,
０
０
０
円

※
検
診
当
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

検
診
費
用
が
無
料
に
な
る
方　
次
の
①
～
③

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
75
歳
以
上
︵
昭
和
24
年
12
月
31
日
以
前
生

ま
れ
︶
の
方
:
手
続
き
は
不
要
で
す
。

②
生
活
保
護
世
帯
の
方
:
検
診
当
日
に
、
生

活
保
護
受
給
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

③
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
:
印
鑑
︵
認
め

印
可
︶
を
ご
持
参
の
う
え
、
５
月
31
日
㈮
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
免
除
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
必
要
な
方

○
検
診
を
初
め
て
受
け
る
方

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
:
前
回
の
検
診
が
令
和

３
年
度
以
前
の
方
、
令
和
４
年
度
に
個
別
検

診
を
受
け
て
い
る
方

○
乳
が
ん
検
診
:
前
回
の
検
診
が
令
和
４
年

度
以
前
の
方
、
令
和
５
年
度
に
個
別
検
診
を

受
け
て
い
る
方

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
受
診
し
た
方

は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

申
込
方
法　
必
要
事
項
︵
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
申
し
込
み
検

診
名
︶
を
ご
記
入
の
う
え
、
次
の
①
～
⑤
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
ハ
ガ
キ
︵
５
月
10
日
㈮
必
着
︶、
②
Ｅ
メ

ー
ル
、
③
窓
口
、
④
電
話
、
⑤
フ
ァ
ク
ス

申
込
期
限　
５
月
10
日
㈮
ま
で

※
個
別
検
診
は
、
委
託
医
療
機
関
で
６
月
～

12
月
に
実
施
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
広
報

紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
２
８
５

－

８
５
１
０　
酒
々
井
町
中
央
台

４

－

10

－

１
、
✉kenkou

＠

tow
n.shisui.chiba.jp

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
が
読
み
込
め
ま
す
。

検
診
の
種
類

期
　
日

子
宮
頸
が
ん

６
月
18
日
㈫
、19
日
㈬

７
月
４
日
㈭

乳
が
ん

︵
エ
コ
ー
︶

６
月
24
日
㈪

７
月
４
日
㈭

乳
が
ん

︵
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
︶

６
月
18
日
㈫
、19
日
㈬
、

24
日
㈪
、
25
日
㈫

７
月
４
日
㈭
、５
日
㈮

＜表＞期日

広告

酒々井町保健センター
☎（４９６）００９０
　 （４９６）８４５３

問 い 合 わ せ

FAX

医
療
法
人
社
団　

千
葉
光
徳
会

　

肝
臓
・
胆
道
（
胆
嚢
・
胆
管
・
膵
臓
）

は
、
癌
を
は
じ
め
と
し
た
疾
患
が
発
生

し
て
も
初
期
に
は
自
覚
症
状
が
出
に
く

い
た
め
、「
沈
黙
の
臓
器
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
通
常
の
診
察
・
健
康
診
断
・

検
診
・
ド
ッ
ク
・
採
血
検
査
で
も
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
例
え

ば
膵
癌
で
は
発
見
さ
れ
た
時
点
で
７
割

の
方
が
す
で
に
癌
が
高
度
に
進
行
し
手

術
が
行
え
な
い
状
態
で
す
。

　

一
方
で
癌
は
早
期
に
診
断
・
治
療
を

行
う
こ
と
で
良
好
な
予
後
（
経
過
）
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の
５
年
相

対
生
存
率
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
膵
癌
全

体
で
は
12
％
に
対
し
Ｉ
期
で
は
50
％
、

胆
道
癌
で
は
全
体
で
29
％
に
対
し
Ｉ
期

で
55
％
、
肝
臓
癌
で
は
全
体
で
39
％
に

対
し
Ｉ
期
で
64
％
と
、
早
期
発
見
・
治

療
を
行
う
こ
と
で
大
幅
に
生
存
率
が
上

昇
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

弊
院
で
は
肝
胆
膵
疾
患
の
早
期
発
見

を
目
指
し
、
肝
臓
・
胆
道
・
膵
臓
に
特

化
し
た
検
診
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

肝
胆
膵
に
特
化
し
た
採
血
・
腹
部
超
音

波
検
査
・
腹
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
Ｍ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
）

検
査
を
行
う
こ
と
で
癌
を
は
じ
め
と
し

た
肝
胆
膵
疾
患
の
早
期
発
見
を
目
指
す

と
同
時
に
、
将
来
の
肝
胆
膵
癌
に
つ
な

が
る
病
変
（
前
癌
病
変
・
前
癌
状
態
・

肝
炎
・
膵
炎
・
嚢
胞
性
腫
瘍
な
ど
）
の

有
無
も
確
認
い
た
し
ま
す
。
精
密
検
査

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
連

携
し
て
お
り
ま
す
近
隣
の
高
度
医
療
機

関
へ
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
く
に
左
記
に
該
当
す
る
方
は
比
較
的

リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り

検
診
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

★
血
縁
者
に
肝
胆
膵
を
は
じ
め
と
す

る
癌
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

★
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
肥
満
な
ど

い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
該
当
す
る
方

★
過
去
に
肝
胆
膵
の
疾
患
を
罹
患
さ
れ

た
方
、
肝
胆
膵
の
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
方

★
飲
酒
習
慣
の
あ
る
方･

あ
っ
た
方

★
印
刷
業
に
従
事
さ
れ
て
い
た
方
（
胆

道
癌
の
発
生
率
が
高
い
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、
右
記
に
限
ら
ず
、
誰
に
で
も

発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
癌
で
す
の
で
、

特
に
50
代
以
降
の
方
は
定
期
的
な
検
診

を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

『
肝
胆
膵
検
診
の
す
ゝ
め
』

消
化
器
外
科　

医
師　
　

青
木

　
悠
人

健診予約・お問い合わせ専用ダイヤル　☎  043-481-8140（平日 9：00 ～ 16：00）
★詳しくは当院健診課までお問い合わせください

健診課 HP
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健
康
推
進
員
と
一
緒
に

ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
汁
物
塩
分
測
定

期　

日　
３
月
18
日
㈪
︵
雨
天
中
止
︶

集
合
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

行
き
先　
本
佐
倉
城
跡

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
歩
き

や
す
い
靴
・
服
装
、
汁
物
塩
分
測
定
希
望
の

方
は
30
cc
程
度
の
汁
物

参
加
方
法　
９
時
か
ら
受
け
付
け
し
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
︵
血
圧
測
定
︶
を
行
い
、
９
時
20

分
よ
り
準
備
運
動
を
し
ま
す
。
自
宅
に
血
圧

計
が
あ
る
方
は
測
定
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

・
最
高
血
圧
１
８
０
㎜
Hg
以
上
ま
た
は
最

低
血
圧
１
０
０
㎜
Hg
以
上
の
方

・
安
静
時
の
脈
拍
が
１
１
０
拍
以
上
ま
た
は

40
拍
以
下
の
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

３
月
31
日
ま
で

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
特
例

臨
時
接
種
は
３
月
31
日
㈰
で
終
了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
無
料
で
受
け
ら
れ
る
期
間
も
３
月

31
日
㈰
ま
で
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
Ｘ

Ｂ
Ｂ
対
応
ワ
ク
チ
ン
を
お
済
み
で
な
い
方
は

早
め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
接
種
日
時
が
限

ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
裕

を
持
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
接
種
券
付
き
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は

再
発
行
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
町
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
︵
４
９
６
︶
５
６
７
０

︵
平
日
９
時
～
17
時
︶

　
３
月
は
、
自
殺
で
亡
く
な
る
方
の
数
が
最

も
多
い
月
で
す
。
心
の
悩
み
を
抱
え
た
り
、

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の
ご

家
族
・
友
人
・
同
僚
な
ど
の
周
り
の
人
は
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
抱
え
た
り
思
い
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

千
葉
い
の
ち
の
電
話　

☎
︵
２
２
７
︶
３
９
０
０

千
葉
い
の
ち
の
電
話
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
相
談

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
︵
24
時
間
対
応
︶

☎
０
１
２
０
︵
２
７
９
︶
３
３
８

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

今月の行事

予防接種 委託医療機関で実施中

乳幼児
BCG・麻しん風しん混合・４種混合・日本
脳炎・ヒブ・小児用肺炎球菌・水痘・B型
肝炎・ロタ

 ９歳～ 13歳未満 日本脳炎

11歳～ 13歳未満 ジフテリア破傷風混合

小学校６年生～
高校1年生女子 ヒトパピローマウイルス感染症

成人・高齢者 麻しん風しん混合・肺炎球菌

◎印旛市郡小児初期急病診療所（０～15歳まで）
佐倉市江原台2-27（佐倉市健康管理センター内）
☎（485）3355
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

◎こども急病電話相談 毎日夜間 19時～翌朝８時
☎＃8000　ダイヤル電話からは☎（242）9939
◎救急安心電話相談 平日、土曜日：18時～翌朝８時
日曜日、祝日、GW、年末年始：９時～翌朝８時
☎＃7119　ダイヤル電話からは☎０3（6810）1636

診療日時
診療日 診療時間

月～土曜日 19時～ 23時
日曜日・祝日

12月29日～１月３日
 ９時～ 17時
19時～ 23時

診療科と診療日時
診療科目 診療日 診療時間

内　科
小児科

月～土曜日 19時～23時
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

外　科
日曜日・祝日・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

歯　科
祝日（日曜日を除く）・振替休日
 ８月13日～15日
12月29日～１月３日

10時～17時

◎成田市急病診療所
成田市赤坂1-3-1（成田市保健福祉館敷地内）
☎0476（27）1116
※受け付けは、診療終了の15分前までです。

※来診する際は、事前に電話を入れ、保険証をご持参ください。 

期　日 内　容 受付時間・会場

６日㈬
乳
児
相
談

10カ月児
Ｒ５. ４月生

９時30分～11時
保健センター

４カ月児
Ｒ５.10月生

13時～14時30分
保健センター

13日㈬ ３歳児健康診査
Ｒ２. ８、９月生

13時～13時30分
保健センター

随時
健康相談・歯科健康相談
※事前にお電話にてご予
約をお願いします。

保健センター

令
和
６
年
度

健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

　
４
月
か
ら
の
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
が
一
目

で
わ
か
る
﹁
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂
を

３
月
の
回
覧
で
配
布
し
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
15
日
㈮
以
降
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
や
健
康
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
令
和
６
年
度
の
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
の
た
め
休
止

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
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３月の各種相談３月の各種相談
相談名 日時 ・ 会場 予約・問い合わせ　など

心配ごと相談 ７日㈭、21日㈭13時～16時　町社会福祉協議会 町社会福祉協議会☎（４９６）６６３５
※相談日の 3 日前までに電話予約が必要です。

（先着順１日６件まで）法律相談 14日㈭、28日㈭13時～16時　町社会福祉協議会

人権相談 12日㈫13時30分～15時　役場西庁舎２階第1会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７
身体障がい者
相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３５

相談員・小出喜市さん、里見弘美さん
知的障がい者
相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時 健康福祉課福祉班☎ １３４

相談員・福田美千代さん

障がい者差別
相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時

印旛保健所（印旛健康福祉センター）☎（４８６）５９９１ 
（４８６）２７７７

健康福祉課福祉班☎ １３４

生活困窮相談 ５日㈫、19日㈫９時30分～16時
役場西庁舎１階（町社会福祉協議会） 健康福祉課福祉班☎ １３４

子ども相談（町）15日㈮13時30分～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課人権推進室☎ １３７

子ども相談（県）月～金曜日（祝日を除く）９時～16時
印旛保健所（印旛健康福祉センター）家庭児童相談室

印旛保健所（印旛健康福祉センター）地域福祉課
☎（４８３）１１２０　※電話による相談もできます。

就学・教育・
いじめ相談 月～金曜日（祝日を除く）９時～17時 学校教育課学校教育班☎ ３１１

※電話による相談もできます。

家庭教育相談 木・金曜日（祝日を除く）９時～17時 生涯学習課社会教育班☎（４９６）５３３４
※相談を希望される場合は、事前にご連絡ください。

消費生活相談
５日㈫、12日㈫、19日㈫、26日㈫
10時～12時30分、13時～15時
役場中央庁舎１階会議室

経済環境課商工観光班☎ ３４６

就労・進路相談 13日㈬13時～17時　役場中央庁舎１階会議室
ちば北総地域若者サポートステーション
☎０４７６（３７）６８４４
※相談を希望される場合は、事前に予約してください。

子育て電話相談

子育て支援センター　あいあい
月曜日（祝日を除く) ９時～16時 子育て支援センター　あいあい☎（２９０）９７９０

岩橋保育園　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　　９時～17時中央保育園　※岩橋保育園は月曜日に栄養相談あり

岩橋保育園☎（４８１）７０２１
中央保育園☎（４９６）１２７４

年金相談 14日㈭10時～15時　役場中央庁舎１階会議室 健康福祉課国保年金班☎ １２１

夕　市＝上野作歩道　　　　　橋東酒々井側（15時～） 木曜市   木曜市＝旧東酒々井直売所（10時～正午）

　 3 月24日㈰に第41回佐倉マラソン大
会が開催されます。
　大会当日は、フルマラソンコースと
なる中平橋付近（酒々井町中川付近か
ら印西市平賀方面）で9 時40分から11 
時ごろまで片側一方通行（印西市から
酒々井方面のみ通行可）となります。
　また、周辺道路も一部で交通規制
 （ 9 時30分～15時30分ごろ）が実施さ
れます。
　ご迷惑をおかけしますが、路上駐車
の禁止やコースの安全確保などへのご
協力をお願いします。
問い合わせ　佐倉マラソン実行委員会
事務局☎（ 4 8 5 ）2 9 2 9

第41回佐倉マラソン大会
交通規制のお知らせ

お知らせ
　現在、ボランティア保険に加入され
ている方（個人および団体）や、災害
ボランティア保険に加入されている個
人の方は、3 月31日㈰に補償期間が終
了となります。
  4 月以降に継続してボランティア活
動を行う方は、送付資料をご確認のう
え、 3 月13日㈬までに更新の手続きを
行ってください。
　また、新規にボランティア活動をす
る方（個人および団体）や被災地でボ
ランティア活動を行う方もボランティ
ア登録および保険加入の手続きを行っ
てください。
申込・問い合わせ　町社会福祉協議会
☎（ 4 9 6 ）6 6 3 5

ボランティア保険の
加入手続きについて

　移動交番は、各種届け出の受理や開
設した地域の周辺の警戒、巡回パト
ロールなどを行い、地域の実情に沿っ
た情報発信や犯罪抑止活動を行ってい
ます。
開設予定日時と場所
酒々井町駅前交流センター
 3 月 6 日㈬14時～15時30分
 3 月22日㈮14時～15時30分
酒々井プレミアム・アウトレット
 3 月 8 日㈮14時～15時30分
 3 月28日㈭14時～15時30分
スーパータイヨー酒々井店
 3 月 4 日㈪10時～11時30分
 3 月25日㈪10時～11時30分
問い合わせ　佐倉警察署地域課移動交
番係☎（ 4 8 4 ） 0 1 1 0

３月の移動交番開設日
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夕　市＝上野作歩道　　　　　橋東酒々井側（15時～）朝市・夕市（日曜日開催）　  朝　市＝役場駐車場（７時～）

15

参加費の記載がないものは無料です。

日時 3 月11日㈪13時30分～15時
会場　町分庁舎 2 階第 2
多目的室
講師 町地域包括支援セ
ンター　稲岡哲さん
対象 町内在住の65歳以
上で要介護認定を受けていない方
定員 20人（要申込、先着順）
申込・問い合わせ　町社会福祉協議会
☎（ 4 9 6 ）6 6 3 5

　能登半島地震を振り返りながら、
「防災」について学びませんか。
日時 3 月16日㈯10時～12時
会場　中央公民館講堂
講師　住みよい酒々井をつくる防災の
会
定員 30人（要申込、先着順）
申込期限 3 月13日㈬
主催　町ボランティア協議会
申込・問い合わせ 町社
会福祉協議会☎（ 4 9 6 ）
6 6 3 5

介護支援ボランティア制度
説明会及び研修会

催し・講座

防災講座
～自分を守るカンタン防災～

日時 3 月23日㈯10時～11時30分
会場　町中央公民館講
堂
講師　あっとリハビリ
デイサービス　機能訓
練指導員　高橋良典
さん
定員 30人（要申込、先着順）
申込・問い合わせ　町地域包括支援セ
ンター☎（ 4 8 1 ） 6 3 9 3

　 五 色 豆 恒 例 の
「酒々井お花見寄
席」を開催します。
今や近隣市町でも
人気を博している
五色豆が、皆さん
に笑いを届け、健康長寿を祈ります。
日時 3 月17日㈰13時30分
会場　町中央公民館講堂
主催　五色豆
後援　酒々井町
問い合わせ 山岸☎ 0 9 0（ 1 6 9 4 ）
3 8 0 2

オレンジカフェ
「心も軽く！”ボッチャ”で
楽しく身体を動かそう！」

第32回酒々井お花見寄席

　収入が減少し生活が困窮した、仕事
がなかなか決められない、
家に閉じこもりがちな家族
がいるなど、お困りの方は、
生活困窮者自立支援事業で
千葉県から委託されている
「さかえ・しすいワーク・
ライフサポートセンター」へご相談く
ださい。
　また、出張相談を、毎月第 1 ・ 3 火
曜日に役場にて実施していますので、
ご利用ください。
問い合わせ　さかえ・しすいワーク・
ライフサポートセンター☎（ 3 0 8 ） 
 6 3 3 2

　土地家屋調査士が、土地の境界紛争
で悩んでいる方や境界が不明でお困り
の方をお手伝いします。
日時 3 月13日㈬ 9 時～12時
会場　千葉地方法務局佐倉支局、千葉
地方法務局成田出張所
相談内容　土地境界問題、土地分筆、
建物新築の登記など
問い合わせ　千葉県土地家屋調査士会
印旛支部　内田☎（ 3 0 8 ） 5 2 9 0

生活にお困りの方は

相　談

土地家屋調査士登記相談

広告



３月のプリミエール酒々井

図書館

【税務住民課】住民票・戸籍・印鑑証明などの交付、印鑑登録、マイナン
バーカードの交付・更新、戸籍届書の受付、納税・所得・固定資産等各
種証明書の交付、納税相談、収納（町税・国民健康保険税）
※転入・転出のお手続きおよび戸籍の広域交付はできません。

休日窓口開庁日
土地・家屋価格等帳簿の縦覧　４月１日㈪～
４月30日㈫
固定資産課税台帳の閲覧　４月１日㈪～随時
令和６年度の固定資産税納税通知書は４月
10日㈬に発送予定です。

節分の豆まき

　２月２日、節分の豆まきが中央保育園および岩橋保育園で
行われました。
　園児たちは、鬼退治のために用意した豆を持って、鬼が現
れるのを今か今かと待っていました。
　園内に大きな声が響き渡り、いかにも怖そうな鬼が現れる
と、園児たちはみんなで「鬼は外」と、大きな声を出しなが
ら鬼めがけて豆を投げ、見事に退治しました。
　これで今年も一年、みんな元気に過ごすことができますね。

岩橋保育園

中央保育園

休館日
文化ホール 　　4、11、18、21、２5日　
図書館 　　　　　 4、11、18、21、25日

問い合わせ
プリミエール酒々井　☎（４９６）８６８１
図書館　　　　　 ☎（４９６）８６８２

おはなし会　　　　　 10、24日㈰１５時
赤ちゃん向けおはなし会 14日㈭10時30分

３月31日㈰８時30分～12時
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